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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロへ　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 くレ［誤］慧5．9℃3ec aYgfi　31 fi St ec 19も翁な　gee Rも筆、曾劉m柵翅（raHa　sca◎　kh疑i　kan
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　　　　　　　　劔
　　　　　　　　　　　　　　yuu｝
　　　　　（我々がしゃべっていたときに、彼は車が来たと知らせに来た。）
　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　ル
［正］116．も罰糊醜舳　麟餌劉湘舗、竃細鵬餉（m≧akh義◎b5J）kw♂a
　　　　　　　　g　　　　　　　　　　q屡
　　　　　　論例朋
　　　　　　（私が面倒を見なければならないときに、彼はまだ生きている。）
　そして、ある行動が行なわれる、又はある状態になることによって、もう一つの行動も関連的
に行なわれる、又は、もう一つの状態も関連的に起きる、ということを言い表わす場合に、mGa
は前者のことを言い表わす節の箭につけられる。この場合に言い表わされることの種類は2種類
に分けられる。一つは、ある特定の時に具体的に行なわれたことを雷い表わす。
例：
120，繭謡噛謡（蒲飴rnEεmai　ytiu）輔（kS》も編鯛
　　　　（母がいなくなったとき、父は心配していた。）
1　　　　　　　　　　　＿　「
　　　　　　xot瀟aa　l2s◎｝
　　　　　　（彼が車が来たと知らせに来たときに、我々はしゃべっていた。）
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　く
［誤〕117。輪m軸麟観顎酌m舗細避伽｛≧akh6◎　a・16a．　r6t　むU）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爆
　　　　　　（彼がまだ車を洗っていたとき、私は着いた。）
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　　　じ
田118．も緬伽網畿（総ach誌vaaa　t磁　）む鴇酌m燭閲勉劉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇
　　　　　　（私が着いたとき、彼は、まだ車を洗っていた。）
　m8aが接続詞として矯いられる上述の場合には、過表を示す行動又は状態を言い表わす文でし
か使用されない。つまり、現在と未来を示す行動、又は、状態を言い表わす文では驚いられない。
例：
［諏9・齢麺鰍…（藤・面・勤・画k瓦6・）…輔
34
　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ
　　　　　ガ　　　　くレ
12L麟盈㌻蕊讐、蕊塊劉％傭沼
一　N　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　
げへ　　
（搬続a　どatthabaan　ma⊥
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ch食ai）鑑領縮脅醐、も鯛
　　　（政麿は援助してくれなかったので、我々は自分でしなければならなかった。）
　もう一つは、「…するなら…になる」という仮定を言い表わす。
例：
、22．も商補漁倉at。。kh倉蜘鵬（。。）峯漏匹幽磁脇軸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q3　　　　　　　　　　　　　　　　　鵯　　　　　　　　　　　　　則
　　　　（あなたは大きくなったら、私が言ったことは正しいと分かる。）
　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　も
123・醐欄網襯鑓鯛く燕飴kh。nt6k　3璽．亜と1凹）覇騒蕊
翁購（kろ）eqyll　fu
（失業者が減ったら、経済状態もよくなる。）
　mGaが使用された例120－123の文の構造は、　weelaaが使用された例107と108の文の溝造と同
じであるが、例120－123の文にはm船を使うことによってある特定の時に行なわれる特定のこと
しか言及されないのに対し、例107と108のような文には、’一一eeの隠に行なわれることも言い表わ
される。
例：
　　　　　き　　　　　ロ　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
124．麟漁憶醐脇即例（rnQ　a　mai　dQi颪p　an｛yaat》徽餐（諭m版
　　　騒
　　　　（許可を受けなかったから、私は休暇をとれませんでした。）
・25．Ωm翻義勤醐禰（w。eX。。　mai　dai。ぎP。nGy21。t》輔（k今）
　　　　　　さ　ル
　　　m’願’揃
　　（許可を受けなかったら、私は休暇をとれません。）
　　　　じ　　　　　　　　　の　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
126．曲例触職騙憾atう・pmaid鋤m釧漁k合｝むq鯛隔
　　〈返事ができなかったから、酋相は黙っておいたQ）
　　　　　　　　　　ロ　　ル127．Ω扇糊凱誠曾（weelaa◎）P総i　dai》
　　　　　　　　、　　　　　Pt　　　　　　秘
鴨、銭f鴇彩（ca｝いq蹴」瀧り
　　　（返事ができないとき、首相は黙っておく。）
　以上の場合に使われるmgaとweelaaは、プラヤーウパキットが示したとおり、　mga、又は、
weelaaがついていない節の主謡の後にはとかく、Cilg、　cb、　kSと雷う接続語がつけられる。
　naiは、そのまま接続詞としては使驚されないが、「…しながら…」、「…している間に…」と
いう不定蒔を示す接続詞の前につけられ、ある行動が行なわれている問に、又は、ある状態になっ
ている闘に、もう一つの行動も行なわれている、又は、もう一つの状態も起こっている、という
ように同時限に起こったことを需い表わす場合に、前者のことを雷い表わす節の前に、接続詞と
して使用される。
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タイ語のtっon，weelaa，m｛ia，naiの用法
例：
　128．
鬼一》養紬踊　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　ゆ　ゆ　　　買覧曝撰愈徳劉、鑓磐麗曝し饒雛　　　（彼を待っている間に、私は本を一冊読み終わった。）
・29．輔・輔・覧欄糊・雪・漏・漁煽翻鯉繍・萌鰍khム魚
　　　th“i　i血ky動」鉦迦》
　　　（子供がまだ寝ている内に、この手紙を書き終えなければならない。）
　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　げ　　の
・30・し鮪旧し舳漁蜘脚覧鬼饗撚漁翻欄“漁灘劉翻殿（nai
　　　　k舳・h全i七h・・y・幻動h6・n・6襯蜘
　　　（彼女はまだバスに乗らなければならないのに対し、友人達は皆マイカーを持っている。〉
　「＿khanath鉱．．（＿している間に＿）」、　「＿rawaaB　thli　．　．．（＿している内に＿）」
という不定時を示す接続詞は普通且aiをつけずに使われることもあるが、　na漣つけることによっ
て、雷い表わされる時の枠が強調される。
結 び
　以上の130の用例を示しながらtoDn、　weelaa、　mea、　naiの用法を観察してきた。それによって
得られた結果を、次のように簡単にまとめて置きたい。
　t33n、　weelaa、　mGa、　naiは様々な時の種類により、使用法が決まり、前置詞、名詞、修飾詞、
そして、接続詞として使い分けられる。そして、それらの言葉のそれぞれの用法によって、言い
表わされる時に、幅ができたり、枠がつけられたり、特定されたりする。そのような様々な機能
と用法に置けるtっっn、weelaa、　mga、　naiは次のような時の種類として使用されると考えられる。
tDonは、大雑把な時点を言い表わすのに使われるのに対し、　weelaaは、明確な時点、時間そし
て一般の時、maaは特定の時点、　naiは限定される蒔点と時間を言い表わすのに使われる。
最　　後　　に
　時におけるtoon、　weelaa、　mga、　naiの使い方は、上述以外に、又、様々な形で使われる。例
えば、前置詞として使われるtOOn　weelaa、　weelaa　tOOn、　tっDn　mga、そして、接続詞として使わ
れるnai　tOOn　th！i、　nai　wee｝aa　th；i、　nai　maa、等である。又、　maaとwee玉aaが接続詞をとして使
われる、仮定を書い表わす文において使われる場合と「．．．するなら．．．する」という一般の仮定
の文において使われる場合との違い、等は、ここではまだ触れていないので、今後の課題としたい。
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